
炎に託す、無病息災の願い炎に託す、無病息災の願い
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１月、市内各地でとんどが行われました。１月、市内各地でとんどが行われました。
国営備北丘陵公園では、正月飾りを焚き上げる伝統行事を通して、一年の無病息災や家内安全   国営備北丘陵公園では、正月飾りを焚き上げる伝統行事を通して、一年の無病息災や家内安全   
への願いが託され、多くの人が新しい年の始まりを感じていました。への願いが託され、多くの人が新しい年の始まりを感じていました。
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ショット
な みま

父母より：末っ子のひーちゃん、　

元気にすくすく笑顔いっぱいに育っ

てね！

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
就
任　

ま
で
の
経
緯

　

私
は
、
岡
山
県
高た

か
は
し梁
市
に
生
ま

れ
、
岡
山
市
で
就
職
・
結
婚
し
ま

し
た
。

　

30
歳
の
と
き
、
新
見
市
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
か
ら
は
、
東
城
町
で

会
社
員
と
し
て
長
く
働
い
て
い
ま

し
た
。

　

知
人
も
多
く
、
親
し
み
が
あ
る

東
城
町
の
「
地
域
づ
く
り
」
に
携

わ
る
仕
事
が
あ
る
と
紹
介
い
た
だ

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
活
動

　

主
に
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
と
地
域

福
祉
、
定
住
促
進
事
業
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

田
森
地
域
で
「
高
齢
に
な
っ
て

自
治
定
住
課
自
治
定
住
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら
し
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

今
回
は
、田
森
自
治
振
興
区
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活

動
す
る
、難
波
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

田
た も り

森自治振興区の地域マネージャー
難
な ん ば

波　純
じ ゅ ん こ

子さんと愛犬のうたちゃん

市 民 の ペ ー ジ

も
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
こ

と
」
を
目
指
し
、
令
和
６
年
度
は

デ
イ
ホ
ー
ム
を
40
回
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
延
べ
５
３
２
人
に

上
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
事
業
で
は
、
地
域
の

情
報
を
載
せ
た
「
お
便
り
ネ
ッ
ト

定
期
便
」
を
、
田
森
地
域
出
身
者

へ
郵
送
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
二
拠
点

生
活
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
、
地
域

の
魅
力
発
信
と
し
て
、
秘
境
駅
で

有
名
な
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
内う

ち
な名
駅
で
開

業
70
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

内
名
駅
を
大
切
に
思
う
皆
さ
ん

と
、
心
の
こ
も
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
田
森
地
域
の
大
切
に

す
べ
き
歴
史
や
史
跡
に
つ
い
て
学

び
、
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

就
任
以
降
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動

し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
親
身
に
接
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

春
の
花か

き卉
作
付
け
準
備

１　
春
植
え
花
卉
栽
培
の
特
徴

　

春
に
植
え
て
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

開
花
・
出
荷
す
る
花
卉
の
種
類
は
、
秋

植
え
の
も
の
よ
り
も
種
類
が
豊
富
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
比
較
的
丈
夫
で
栽
培
し
や
す

く
、
直
売
所
に
お
い
て
も
販
売
し
や
す

い
花
卉
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

種
苗
の
種
類
が
決
ま
っ
た
ら
早
め
に

発
注
す
る
と
と
も
に
、
畑
に
堆
肥
を
入

れ
る
な
ど
栽
培
の
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

２　

主
な
春
植
え
花
き
栽
培
の　
　

　
　
ポ
イ
ン
ト

①
ア
ス
タ
ー

　

種
ま
き
は
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
で

３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
か
け
て
行
い
、

約
１
カ
月
後
に
畑
に
定
植
し
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
切
り
花
出
荷
は
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

このコーナーは、
営農指導員から、農業のちょっと
したコツを、お知らせします。

95

効
果
的
な
肥
料
の
与
え
方

　

野
菜
は
種
類
に
よ
っ
て
養
分
の
吸
収

の
方
法
が
違
い
、
①
生
育
初
期
に
多
く

吸
収
す
る
も
の
②
生
育
期
間
中
に
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
吸
収
す
る
も
の
③
生
育
後

期
に
多
く
吸
収
す
る
も
の
―
の
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

養
分
を
吸
収
す
る
時
期
に
よ
っ
て
、

基
肥
の
量
、追
肥
の
量
、回
数
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

生
産
安
定
や
品
質
保
持
の
た
め
に

は
、
野
菜
の
特
性
に
応
じ
た
的
確
な
施

肥
管
理
が
必
要
で
す
。

肥
料
の
効
か
せ
方
の
タ
イ
プ

①
生
育
初
期
に
多
く
吸
収
す
る
も
の

（
先
行
逃
げ
切
り
型
）

【
主
な
野
菜
】ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、小
カ
ブ
、

レ
タ
ス
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
※
、

バ
レ
イ
シ
ョ
※
、
コ
マ
ツ
ナ　

な
ど

【
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▪
基
肥
を
主
体
に
全
層
施
肥
し
、
後
半

か
ら
は
窒
素
を
効
か
さ
な
く
て
も
良
い

※
サ
ト
イ
モ
は
20
～
30
セ
ン
チ
、
50
～

60
セ
ン
チ
で
土
寄
せ
・
施
肥
す
る
（
植

え
付
け
時
に
は
施
肥
し
な
い
）

※
バ
レ
イ
シ
ョ
は
植
え
付
け
時
に
全
量

施
肥
（
溝
施
肥
）
す
る

野
菜
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

花
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

②
生
育
期
間
中
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
吸

収
す
る
も
の
（
コ
ン
ス
タ
ン
ト
型
）

【
主
な
野
菜
】キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト
、ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、
セ
ロ
リ　

な
ど

【
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▪
基
肥
に
は
長
持
ち
す
る
緩か

ん
こ
う
せ
い

効
性
肥
料

を
、
追
肥
は
少
量
ず
つ
回
数
を
多
く
、

肥
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と

①
と
②
の
中
間

【
主
な
野
菜
】
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、

タ
マ
ネ
ギ
、
ナ
ガ
イ
モ　

な
ど

【
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▪
基
肥
主
体
、
や
や
長
持
ち
す
る
肥
料

を
、
生
育
中
期
ま
で
肥
切
れ
さ
せ
ず
、

後
半
は
控
え
め
に

③
生
育
後
期
に
多
く
吸
収
す
る
も
の

（
尻
上
が
り
型
）

【
主
な
野
菜
】
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
ウ
ガ
ン
、

ス
イ
カ
、
シ
ロ
ウ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ゴ

ボ
ウ　

な
ど

【
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▪
蔓
ぼ
け
防
止
の
た
め
、
基
肥
は
控
え

め
に
し
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、

追
肥
で
生
育
調
整

②
と
③
の
中
間

【
主
な
野
菜
】
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
イ
チ
ゴ

【
施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▪
基
肥
は
控
え
め
に
し
、
追
肥
は
早
め

で
、
肥
切
れ
さ
せ
な
い
こ
と

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　
　

啓
は
じ
め

②
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
・
メ
デ
ィ
ウ
ム

　

鐘
状
の
花
を
６
月
ご
ろ
に
多
数
開
花

す
る
二
年
草
で
す
。
種
ま
き
は
５
月
で

す
が
、
開
花
は
翌
年
の
６
～
７
月
に
な

り
ま
す
。

　

栽
培
期
間
が
と
て
も
長
い
で
す
が
、

夏
に
好
ま
れ
る
花
卉
で
す
。

③
小
ギ
ク

　

８
月
開
花
の
小
ギ
ク
は
、
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
に
挿
し
芽
を
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
ま
だ
気
温
・
地
温
が
低

い
の
で
、
ハ
ウ
ス
や
電
熱
線
な
ど
を
活

用
し
て
の
育
苗
が
適
し
て
い
ま
す
。

④
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

　

普
通
栽
培
で
は
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
露
地
に
順
次
植
え
付
け
、
７
～
８

月
に
開
花
し
ま
す
。

　

茎
が
倒
れ
て
曲
が
り
や
す
い
の
で
、

必
ず
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
。

⑤
ヒ
マ
ワ
リ

　

種
ま
き
か
ら
開
花
ま
で
の
期
間
が
短

い
も
の
も
多
く
、
最
短
で
は
45
日
で
開

花
す
る
よ
う
な
品
種
も
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
時
期
に
開
花
さ
せ
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
早
期
開
花
は
避
け
て
、
無

難
に
６
月
頃
か
ら
の
開
花
を
狙
い
ま

す
。

⑥
ベ
ニ
バ
ナ

　

基
本
的
に
年
中
栽
培
で
き
ま
す
が
、

高
温
期
は
花
が
貧
弱
な
姿
に
な
る
た

め
、
高
温
長
日
を
避
け
た
、
４
月
の
種

ま
き
で
７
月
上
旬
ま
で
に
開
花
さ
せ
る

栽
培
が
無
難
で
す
。

農業振興課農業振興係☎0824-73-1131

岡お
か
だ田 

燈ひ
よ
り和

ち
ゃ
ん
（
板
橋
町
）

Ｒ
６
年
12
月
５
日
生
ま
れ

▲アスター

▲内名駅で長年清掃ボランティア
　を続ける上

う え だ

田ヒフミさん（右）と

父母より：日に日におしゃべりが上手になってきたほだちゃん。これからもすくすく大きくなってね！

新し
ん
や
ま山

　
穂ほ
だ
か高

く
ん
（
東
本
町
）

Ｒ
７
年
５
月
13
日
生
ま
れ
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市
は
、
本
市
出
身
で
、
13
期
38
年

に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
を
務
め
ら
れ

た
亀
井
静
香
さ
ん
に
、
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
め
、
12
月
２

日
、
12
月
市
議
会
定
例
会
で
、
名
誉

市
民
選
定
の
議
案
が
全
会
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
21
日
開
催
の

庄
原
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
の

中
で
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る
顕

彰
を
行
う
予
定
で
す
。

本
市
の
発
展
に
尽
力

①
数
々
の
要
職
を
歴
任

　

本
市
川
北
町
出
身
の
亀
井
静
香
さ

ん
は
、
昭
和
35
年
東
京
大
学
経
済
学

部
を
卒
業
後
、
別
府
化
学
工
業
㈱

（
現
：
住
友
精
化
㈱
）、
警
察
庁
を
経

て
、
昭
和
54
年
10
月
の
衆
議
院
議
員

選
挙
で
初
当
選
。
以
来
、
13
期
連
続

38
年
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
在
職
中
は
、
運
輸
大

臣
、
建
設
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
金
融
・
郵
政
改
革
担
当
）、

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
、
国
政
の
中
枢
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

②
多
大
な
偉
業
と
功
績

　

亀
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る
国

会
議
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ

て
、
常
に
国
民
重
視
、
地
方
重
視
の

姿
勢
を
貫
き
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
功
績
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
記
事
で
は
特
に
顕
著
な
功
績
と

し
て
、次
の
３
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
国
営
備
北
丘
陵
公
園

の
誘
致
・
開
園
で
す
。
中
国
地
方
初

と
な
る
国
営
備
北
丘
陵
公
園
は
、
平

成
７
年
に
開
園
。
現
在
も
年
間
約

40
万
人
が
訪
れ
る
本
市
の
重
要
な
観

光
資
源
と
し
て
、
雇
用
創
出
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
、
本
市
に
必
要

不
可
欠
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
の

誘
致
・
開
業
で
す
。
か
ん
ぽ
の
郷
庄

原
は
平
成
13
年
に
開
業
し
、
年
間
約

10
万
人
が
訪
れ
る
本
市
最
大
の
宿

泊
・
温
浴
施
設
で
あ
り
、
現
在
は
市

の
交
流
宿
泊
施
設
（
桜
花
の
郷
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
庄
原
）
と
名
前
を
変
え
、

住
民
福
祉
や
地
域
経
済
な
ど
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
基
幹
的
施
設
で
あ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
道
路
交
通
網
の
整
備

で
す
。
国
道
４
３
２
号
の
改
良
や
国

道
１
８
３
号
・
３
１
４
号
の
バ
イ
パ

ス
開
通
な
ど
、
地
域
間
の
交
通
網
を

大
幅
に
改
善
し
、
平
成
17
年
に
合
併

亀亀か

め

い

か

め

い井井
静静し

ず

か

し

ず

か香香
さ
ん
さ
ん
にに

庄
原
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

庄
原
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

■プロフィール

亀井　静香（かめい・しずか）

【写真／本人】

　昭和 11 年 11 月１日生まれ。川北町出身。

89 歳。昭和 35 年東京大学経済学部卒業後、

別府化学工業㈱（現：住友精化㈱）、警察庁

を経て、昭和 54 年 10 月の衆議院議員選挙で

初当選。主な経歴は、平成６年運輸大臣、平

成８年建設大臣、平成 21 年内閣府特命担当

大臣（金融・郵政改革担当）、平成 23 年内閣

総理大臣補佐官。平成 29 年９月に政界を引

退。現在は㈱ジェイ・エス・エス代表取締役

会長。令和元年５月旭
きょくじつだいじゅしょう

日 大 綬 章受章。

し
、
市
域
が
広
域
と
な
っ
た
本
市
の

交
通
基
盤
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道

松
江
線
の
開
通
と
と
も
に
整
備
さ
れ

た
道
の
駅
た
か
の
は
、
本
市
を
代
表

す
る
観
光
交
流
拠
点
に
成
長
し
て
お

り
、
市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ

た
の
は
、
積
極
的
な
国
へ
の
提
言
や

地
元
調
整
な
ど
に
奔
走
し
た
亀
井
さ

ん
の
尽
力
に
よ
る
も
の
が
大
変
大
き

く
、
こ
の
他
に
も
、
広
島
県
立
大
学

（
現
・
県
立
広
島
大
学
）
の
開
学
や

大
規
模
災
害
の
復
旧
支
援
な
ど
、
功

績
は
各
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

合
併
後
初
の
名
誉
市
民

　

庄
原
市
名
誉
市
民
は
、
こ
れ
ま
で

４
人
が
、
合
併
前
の
旧
市
・
旧
町

時
代
に
顕
彰
を
受
け
ら
れ
て
お
り

（
※
）、
亀
井
さ
ん
は
、
合
併
以
来
、

初
め
て
の
名
誉
市
民
顕
彰
者
と
な
り

ま
す
。

※
新
市
と
な
り
、
改
め
て
顕
彰
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
歴
代
名
誉
市
民
の

皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

▲本市の観光をけん引する「国営備北丘陵公園」

▲本市最大の宿泊・温浴施設「桜花の郷 ラ・フォーレ
　庄原（旧かんぽの郷庄原）」

▲北の玄関口としてにぎわう「道の駅たかの」
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庄
原
商
工
会
議
所　

会
頭

佐さ

さ

き

々
木　

満
み
つ
る　

さ
ん

　

常
に
国
民
生
活
、
地
方
の
声

を
国
政
に
届
け
る
そ
の
政
治
姿

勢
は
、
多
く
の
人
の
共
感
を
生

み
ま
し
た
。
平
成
17
年
の
郵
政

解
散
選
挙
で
は
自
身
の
利
害
得

失
を
顧
み
ず
、
国
民
重
視
、
地

方
重
視
を
貫
か
れ
た
こ
と
は
今

な
お
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
数
々
の
ご
功
績
、

ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
現
在
の

庄
原
市
の
経
済
、
市
民
生
活
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

改
め
て
深
甚
な
る
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
立
広
島
大
学
の
開
学
を
は

じ
め
、
道
路
整
備
、
施
設
誘
致

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
福
祉
の

増
進
発
展
に
も
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
、
庄
原
市
の
大
き

な
地
域
財
産
と
し
て
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
名
誉
市
民
の
顕

彰
は
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
私

た
ち
の
世
代
は
も
と
よ
り
、
新

た
な
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
、
本
市
の

発
展
・
繁
栄
に
大
い
に
寄
与

さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

名
誉
市
民
の
顕
彰
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
豪
雨
で
川
北
町

篠し
の
ど
う堂
・
大お

お

つ

え

津
恵
地
区
は
大
変
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

当
初
、
激
甚
災
害
の
指
定
は
難

し
い
と
言
わ
れ
、
非
常
に
辛
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
地
域
の

切
実
な
声
を
届
け
て
い
た
だ

き
、
激
甚
災
害
に
指
定
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
早
期
に

復
興
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
元
か
ら
名
誉
市
民
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て

大
変
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
郷

土
の
誇
り
で
す
。

　

市
制
施
行
20
周
年
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
次
の
と
お
り
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

　

式
典
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
21
日
㈯

10
時
45
分　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト

　
　
　
　
　

林
は
や
し

英え
い
て
つ哲
さ
ん　

太
鼓
演
舞

11
時
15
分　

開
式

12
時　
　
　

名
誉
市
民
顕
彰

12
時
30
分　

閉
式

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

（
約
７
０
０
席
）

式
典
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
法
制
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

庄
原
市

庄
原
市
制
施
行

制
施
行
2020
周
年
周
年

記
念
式

記
念
式
典典

■歴代の名誉市民 （敬称略）

永山　忠則（ながやま　ただのり / 旧庄原市名誉市民）

明治30年10月14日生まれ（昭和59年６月13日没）

略歴

敷
し の う

信村長、県議会議員、衆議院議員を経たのち、昭和29年５月旧庄原市初代市
長に就任。その後、再び衆議院議員となり、昭和11年２月から通算11期32年間在
職された。昭和40年には、自治大臣、国家公安委員長に就任。農村出身議員とし
て、公共の福祉の増進、農村に暮らす人たちの生活向上のための政策推進に尽
力された。

西田　修一（にしだ　しゅういち／旧庄原市名誉市民）

明治34年６月15日生まれ（昭和53年12月19日没）

略歴

庄原町議、庄原町長を経て昭和26年から広島県議会議員。通算36年間、地方
政界で活躍。その間、広島県議会議長、全国都道府県議会議長会会長などの要
職に就かれ、地方および地方議会発展に尽力。特に、昭和42年には広島県内陸
部開発連絡協議会の設立を提唱され、自ら会長に就任して南厚北薄の県政の是
正や、内陸部が抱えている深刻な過疎問題の解消に心血を注がれた。

宮田　武義（みやた　たけよし／旧西城町名誉町民）

明治24年12月14日生まれ（平成４年11月10日没）

略歴

西城町油木に誕生、中国上海東亜同文書院に学び、書の道を窮められるととも
に、帰国後、東京丸の内に中国料理店「山

さ ん す い ろ う

水楼」を創業。多くの文化人、また政財
界人など幅広い交流の中で、愛郷の念ひとしお深く、比婆山伊

イ ザ ナ ミ ノ ミ コ ト

邪那美命御陵伝
説地の顕彰、比婆・道後・帝釈国定公園の指定、県民の森の開発、東京西城会の
設立などに尽力された。晩年には愛蔵の貴重な書画多数を西城町に寄贈された。

山口　信夫（やまぐち　のぶお／旧総領町名誉町民）

大正13年12月23日生まれ（平成22年９月14日没）

略歴

総領町稲草に誕生。東京商科大学（現一橋大学）を卒業後、旭化成工業株式会
社（現旭化成株式会社）に入社され、平成４年４月から同社代表取締役会長に
就任。平成13年７月には、日本商工会議所会頭ならびに東京商工会議所会頭に
就任され、そのほか、政府、産業経済界の数々の要職に就き、日本の発展に広く貢
献された。

亀
井
静
香
後
援
会　

会
長

住す

み

だ田　

鉄て

つ

や也　

さ
ん

北
自
治
振
興
区　

区
長

大お
お
さ
こ迫　

孝
た
か
し　

さ
ん

名誉市民とは？
市民または市に縁故の深い人で、市の発展、公共の福祉の増進または広く社会および文化の

進展に貢献し、その功績が卓絶で市民から深く尊敬されている人に贈る称号です。 

■感謝と喜びの声
名誉市民の顕彰は、 本市の歩みを支え、 誇りを築いてこられた功績をたたえるものです。

　今回の顕彰にあたり、 市内のさまざまな分野で関わりのあった皆さんから、 感謝と喜びの声が寄せられました。
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庄原市民会館の愛称が庄原市民会館の愛称が
「みどりしんきんホール」に決定！「みどりしんきんホール」に決定！

第３期第３期
　　　　庄原市行政経営改革大綱 庄原市行政経営改革大綱 をを
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 策定 策定 しますします

財政課財政係　　　　　☎0824-73-1129財政課財政係　　　　　☎0824-73-1129
生涯学習課文化振興係　☎0824-73-1189生涯学習課文化振興係　☎0824-73-1189

広島みどり信用金庫とネーミングライツ協定締結広島みどり信用金庫とネーミングライツ協定締結

　

市
は
、
広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
を
庄
原
市

民
会
館
の
愛
称
を
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
決
定

し
、
１
月
14
日
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
、
庄
原
市

民
会
館
の
愛
称
は
「
み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー

ル
」
と
な
り
、
４
月
以
降
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
広
報
活
動
で
こ
の
愛
称
を
使
用
し
ま
す
。

（
当
面
の
間
、
正
式
名
称
を
併
記
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
民
会
館
を
活
用
す
る

際
に
も
、「
み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル
」
と

い
う
愛
称
の
使
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
協
定
内
容
】

▪
愛
称　

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

▪
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料

　

年
額
88
万
円
（
税
込
み
）

▪
愛
称
使
用
期
間　

　

４
月
１
日
～
令
和
13
年
３
月
31
日

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は

　

市
が
民
間
事
業
者
に
、
市
有
施
設
へ
愛
称

を
付
け
る
権
利
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
を

付
与
す
る
代
わ
り
に
、
権
利
を
取
得
し
た
民

間
事
業
者
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ

ー
）
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
公
募
す
る
も
の
と
し
、
応

募
者
の
中
か
ら
審
査
の
上
、
選
定
し
ま
す
。

　

庄
原
市
民
会
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ

ー
ト
ナ
ー
は
、
昨
年
10
月
１
日
～
31
日
に
募

集
し
、
広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
が
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

行
政
経
営
改
革
大
綱
と
は

　

一
般
的
に
行
政
改
革
は
、
市
役
所
の
組
織

や
職
員
数
、
事
務
・
事
業
を
見
直
し
、「
経

費
を
削
減
す
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
従
来
の
行
政
改
革
に

「
経
営
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
「
行
政
経

営
改
革
」
と
し
、「
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ

ば
経
費
を
削
減
」「
同
じ
経
費
で
あ
れ
ば
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
」
と
い
う
基
本
方
針
の
下
、

市
民
満
足
度
の
向
上
を
図
り
つ
つ
「
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
自
治
体
経
営
」
を
進
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
経
営
改
革
大
綱
は
、
こ
う
し
た
目
的

の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
実

施
時
期
、
方
向
性
な
ど
を
整
理
し
た
基
本
計

画
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
？

　

市
で
は
、
２
期
に
わ
た
り
行
政
経
営
改
革

大
綱
を
策
定
し
て
、
職
員
数
の
適
正
化
や
施

設
管
理
の
民
間
委
託
、
行
政
評
価
の
導
入
や

財
政
健
全
化
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
第
３
期
行
政
経
営
改
革
大
綱
が

必
要
な
の
？

　

現
在
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

自
然
災
害
の
激
甚
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急

速
な
進
展
な
ど
、
大
き
な
社
会
変
革
の
時
代

を
迎
え
て
お
り
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
こ

広
告
主
募
集
中
！

　

市
は
、
広
報
し
ょ
う
ば
ら
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
し
ょ
う
ば
ら
市
議
会
だ
よ
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
広
告
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
財
政
課
財
政
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
の　

紹
介

名　
　
称　
広
島
み
ど
り
信
用
金
庫

理  

事  

長　
小こ

ば
や
し林　

明あ
き
む
ね宗

本　
　
社　
西
本
町
３
‐
１
‐
８

創　
　
立　
昭
和
22
年
10
月
８
日

事
業
内
容　
金
融
業

こ
れ
ま
で
の
活
動

　

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
は
、
平
成
27
年
に

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
庄
原
市
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業
の
普
及
や
利
用
促
進
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経
済
の
活

性
化
、
地
域
産
業
の
振
興
、
健
康
増
進
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
施
策
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
人
口
減
少
や
空
き
家
、

交
通
問
題
に
関
す
る
課
題
解
決
へ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
市
か
ら
「
特
定
居
住
支

援
法
人
」
の
指
定
を
受
け
、
二
地
域
居
住
者

を
き
っ
か
け
と
し
た
関
係
人
口
の
増
加
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来
の
延

長
線
上
に
な
い
、
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
抜

本
的
な
行
政
経
営
改
革
が
不
可
欠
で
す
。

　

特
に
、
本
年
度
中
に
策
定
予
定
の
「
第
３

期
庄
原
市
長
期
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種

政
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
を
支
え
る
行
政
基
盤
の
強
化
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
指
針
と
な
る
新

た
な
行
政
経
営
改
革
大
綱
の
策
定
と
実
施
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
最
適
な
行
政
組
織
の
構
築
、

適
正
な
職
員
定
数
の
確
保
、
住
民
自
治
組
織

と
の
連
携
の
あ
り
方
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積

極
的
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す

る
改
革
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
第

３
期
庄
原
市
行
政
経
営
改
革
大
綱
」
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

行
政
経
営
改
革
審
議
会
を
設
置

　

大
綱
の
策
定
に
あ
た
り
、
学
識
経
験
者
や

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聴
く
た
め
「
行

政
経
営
改
革
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民
の
代
表

な
ど
７
人
で
構
成
し
、
１
月
９
日
に
第
１
回

の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
傍
聴
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
議
事
録
（
摘
録
）
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
な

存
在
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

　

当
金
庫
は
、
皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し

て
、
令
和
９
年
10
月
に
創
立
80
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
度
、
か
ね
て
よ
り
包
括
連
携
協
定
を

結
ぶ
庄
原
市
と
の
ご
縁
も
あ
り
、
創
立
80
周

年
に
向
け
た
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
庄
原

市
民
会
館
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
応
募
を
決

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近

な
存
在
と
な
り
、
日
々
の
生
活
に
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
想
い
か
ら
で
す
。

　

庄
原
市
民
会
館
の
愛
称
「
み
ど
り
し
ん
き

ん
ホ
ー
ル
」が
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、

多
く
の
方
が
集
う
場
所
と
な
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
金
融
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫

理
事
長　

小
林　

明
宗
さ
ん

　

次
回
以
降
の
開
催
日
程
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
告
知
放
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲協定締結式

▲八
や た が い

谷恭
きょうすけ

介市長から澤
さ わ

俊
と し は る

晴会長（左）へ
　諮問書を交付

▲審議会が始動

行政管理課行政管理係　☎0824-73-1112行政管理課行政管理係　☎0824-73-1112

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中

　

現
在
、
市
民
３
千
人
を
対
象
に
、
行
政
経

営
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の
市
政

に
生
か
す
た
め
、
調
査
票
が
届
い
た
人
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令和８年度庄原市奨学生を募集します
教育総務課総務係　☎ 0824-73-1182教育総務課総務係　☎ 0824-73-1182

庄
原
市
奨
学
金
（
貸
付
）
制
度

受
付
期
間

２
月
16
日
㈪
～
４
月
15
日
㈬
（
必
着
）

※
必
要
な
書
類
を
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支

　

所
教
育
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
父
母
（
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
家
計
を

　

支
え
て
い
る
人
）
が
、
申
請
時
点
で
１
年

　

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

▼
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

▼
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▼
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
こ
と
（
所
得
制
限
あ
り
）

▼
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る

　

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

申
請
に
必
要
な
書
類

①
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台

　

帳
記
載
事
項
証
明
書
（
令
和
６
年
分
）

③
父
母
な
ど
の
住
民
票
（
謄
本
）
の
写
し

④
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明

　

書
（
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　

れ
た
原
本
）

⑤
誓
約
書

⑥
誓
約
書
記
載
の
連
帯
保
証
人
２
人
の
印
鑑

　

証
明
書
・
市
税
の
納
税
証
明
書

⑦
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書

　

類
※
②
③
⑥
は
受
付
期
間
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の

※
⑦
は
作
文
４
０
０
字
程
度
、
認
定
所
得
金

　

額
計
算
書
、
自
宅
外
通
学
の
場
合
は
賃
貸

　

契
約
書
の
写
し
や
在
寮
証
明
書
の
原
本
な

　

ど
※
申
請
書
類
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支

　

所
教
育
室
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

貸
付
月
額

　
貸
付
利
率

無
利
子

貸
付
期
間

在
学
す
る
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
の
正
規
の

修
業
期
間

返
還

　

卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
６
カ

月
経
過
後
、
10
年
以
内
に
返
還
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
返
還
は
、
月
賦
（
年
12
回
）、

半
年
賦
（
年
２
回
）、
年
賦
（
年
１
回
）
か

ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

返
還
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内
定

住
促
進
の
た
め
、
返
還
免
除
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
３
年
以

上
市
内
に
居
住
し
、
そ
の
間
の
返
還
金
と
市

税
を
完
納
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
後
も
引
き

続
き
市
内
に
居
住
す
る
場
合
は
、
返
還
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
返
還
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

　市教育委員会は、高校・大学・専門学校などに在学、進学する生徒や学生を対象に「奨学金
貸付制度」を設けています。このたび、令和８年度の奨学生を次のとおり募集します。

　この他にも、日本学生支援機構奨学金《国制度》や高等学校等奨学金《県制度》、医療従事者育成奨学金≪
市制度・保健医療課≫などがあります。詳しくはそれぞれの相談窓口へお問い合わせください。

奨学金を利用した人の声　

　私は大学進学のために庄原市奨学
金を利用しました。奨学金を借りた
ことで、アルバイトの時間を最低限
にすることができ、安心して勉強や
サークル活動に専念することができ
ました。
　返還開始から３年以上、大好きな
庄原市に住むだけで返還免除がある
のはありがたいです。

区　分 自宅通学 自宅外通学

高等学校
専修学校（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円
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　12 月 24 日、第７回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。　12 月 24 日、第７回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。
　今回は、現在進められている実証事業の進捗や事業から得られたデータの分析の報告のほか、来年度に実施す　今回は、現在進められている実証事業の進捗や事業から得られたデータの分析の報告のほか、来年度に実施す
る実証事業や調査事業の内容、予算案などについて協議が行われました。る実証事業や調査事業の内容、予算案などについて協議が行われました。

～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業～～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

主
な
報
告
内
容

実
証
事
業
・
調
査
結
果

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
、
列

車
の
増
便
が
３
月
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
実
施
し
て
い
る
実
証
事
業
Ａ
で

は
、
二
次
交
通
、
観
光
列
車
、
観
光
ツ
ア
ー
、

企
画
乗
車
券
、デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

移
住
体
験
な
ど
、
芸
備
線
沿
線
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

10
月
ま
で
の
乗
り
込
み
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
、
鉄
道

以
外
の
交
通
手
段
で
実
施
す
る
実
証
事
業
Ｂ

に
つ
い
て
は
、
事
例
調
査
な
ど
の
結
果
、
バ

ス
が
適
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
方
針

　

事
務
局
の
中
国
運
輸
局
か
ら
来
年
度
に
実

施
す
る
事
業
と
し
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
鉄
道
を
活
用
し
た
実
証
事
業
Ａ
に
加
え
、

鉄
道
以
外
の
交
通
手
段
で
地
域
へ
の
影
響
を

検
証
す
る
実
証
事
業
Ｂ
で
は
、
平
日
の
日
常

利
用
向
け
の
バ
ス
運
行
な
ど
を
行
う
方
針
が

示
さ
れ
、
こ
れ
を
構
成
員
間
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、
利
用
実
態
の
把
握

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、
交
通
手
段

ご
と
の
利
便
性
や
地
域
経
済
へ
の
効
果
を
多

角
的
に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
意
見

市
の
意
見

▪
鉄
道
と
他
の
交
通
手
段
を
比
較
す
る
際
に

　

は
、
現
在
鉄
道
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や

　

価
値
を
基
点
と
し
、
単
純
な
置
き
換
え
に

　

よ
る
評
価
で
は
な
く
、
利
便
性
が
向
上
す

　

る
点
や
、
逆
に
失
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

　

点
も
含
め
て
、
多
角
的
に
整
理
・
検
証
す

　

る
必
要
が
あ
る
。

▪
協
議
会
の
議
論
は
、
多
く
の
市
民
や
利
用

　

者
が
関
心
を
寄
せ
る
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
検
証
に
当
た
っ
て

　

は
、
透
明
性
と
公
平
性
を
十
分
に
意
識
し

　

て
議
論
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

芸
備
線
と
地
域
の
未
来
に
向
け
て

　

来
年
度
は
、
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
設
置

か
ら
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
に
か

け
て
、
利
用
実
態
や
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

目
的
と
し
た
実
証
運
行
や
各
種
調
査
を
重

ね
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
検
証
結
果

を
基
に
、
芸
備
線
が
地
域
に
果
た
す
役
割

や
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
よ
り
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。

　

市
と
し
て
も
、
そ
の
検
討
状
況
や
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

調
査
結
果
・
資
料
は
、　　
　

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

実
証
事
業
の
最
新
情
報
は
、　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い

▲幹事会で発言する岡
お か も と

本 貢
みつぐ

生活福祉部長

▲たくさんの乗客で溢れる臨時列車
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住
民
告
知
端
末
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を
活
用
し
、
災
害

な
ど
の
緊
急
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

行
政
情
報
を
音
声
で
お
伝
え
す
る
も
の

で
す
。
現
在
、
市
内
の
約
１
万
7
百
以

上
の
世
帯
・
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
自
治
振
興

区
や
自
治
会
、
消
防
署
、
警
察
署
か
ら

の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
、
ラ
ジ
オ
放
送
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
住
民
告
知
端
末
の
便
利
な

機
能
や
、
故
障
し
た
際
の
問
い
合
わ
せ

先
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
告
知
端
末
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
お
知
ら
せ
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

放
送
内
容（
定
時
放
送
）は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
　
　

確
認
で
き
ま
す

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

住
民
告
知
端
末
・
光
回
線

の
各
種
手
続
き

▼
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
（
最
大
音
量
）

　

避
難
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情

報
、
災
害
予
知
情
報
な
ど
を
最
大
音
量
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
定
時
放
送
・
臨
時
放
送

　

市
役
所
開
庁
日
の
20
時
と
翌
日
の
６
時

30
分
に
、
市
か
ら
の
情
報
（
定
時
放
送
）

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

　

消
防
署
・
警
察
署
か
ら
の
啓
発
や
、
自

治
振
興
区
、
自
治
会
、
小
中
学
校
か
ら
の

行
事
の
開
催
・
中
止
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ
放
送

　

住
民
告
知
端
末
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

定
時
放
送（
全
域
）で
放
送
し
た
内
容
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
原
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も

確
認
で
き
ま
す
。リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
の「
広

報
」
→
「
告
知
放
送
」
の
順
に
タ
ッ
プ
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
が
聞
け
な
い

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
改
善

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
告
知
端
末

と
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
黒

い
機
械
）
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
差
し
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
セ
ッ
ト
作
業
を
し
て
も
改
善
し
な
い

場
合
は
庄
原
市
行
政
総
合
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐
２
８
６
８
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
告
知
端
末
の
ツ
マ
ミ
が
壊
れ
た

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
替
え
の
ツ
マ
ミ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
故
障
受
付
（
☎

０
１
２
０
‐
２
４
８
‐
９
９
５
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

住
民
告
知
端
末
と
光
回
線
そ
れ
ぞ
れ
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
住
民
告
知
端
末
・
光
回
線
の
新
規
設
置

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
住
民
告
知
端
末
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
住
民
告
知
端
末
は
フ
レ
ッ
ツ
光
以
外
の

回
線
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
設
置
工
事
費
の
補
助

　

住
民
告
知
端
末
を
新
た
に
設
置
す
る
際

に
か
か
る
フ
レ
ッ
ツ
光
回
線
設
置
工
事
費

の
補
助
は
、令
和
７
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
令
和
７
年

度
中
の
工
事
・
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
い
条
件
な
ど
は
行
政
管
理
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
告
知
端
末
の
移
転
・
使
用
中
止

　

行
政
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
届
出
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

▪
移
転

　

告
知
端
末
を
、
ご
自
身
で
移
転
先
に
お

持
ち
い
た
だ
き
、
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
使
用
中
止

　

住
民
告
知
端
末
を
市
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
光
回
線
の
移
転
・
使
用
中
止

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
島
根
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐

３
４
９
９
）
に
電
話
し
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

住民告知端末をご利用ください

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

NHK第１NHK第１

中国放送中国放送
チャンネルチャンネル

音量音量

ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

市公式LINE

庄原市高齢者外出支援券交付事業
～在宅で車椅子を利用している要介護者にタクシー券を交付～

運転免許返納高齢者支援事業は３月 31 日をもって終了します

高齢者福祉課高齢者福祉係☎0824-73-1143

危機管理課危機管理係☎0824-73-1206

　
市
は
、
要
介
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
外
出
機
会
お
よ
び
活

動
範
囲
を
広
め
、
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
要
件
に
該
当
す
る
人

に
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
～
④
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳
以

　

上
で
要
介
護
認
定
が
３
～
５
の

　

人
②
在
宅
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
車

　

椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人

③
庄
原
市
障
害
者
外
出
支
援
券
の

　

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

④ 

市
民
税
が
非
課
税
の
人

　

運
転
免
許
返
納
高
齢
者
支
援
事

業
は
、事
業
期
間
の
満
了
に
伴
い
、

令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
、
新
た
に
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
既
に
交

付
し
て
い
る
利
用
助
成
券
な
ど
に

つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有

効
期
限
日
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

な
お
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
提

示
に
よ
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
運
賃
割
引
や
店
舗
が
実
施
す
る

各
種
割
引
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

は
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

　

免
許
の
自
主
返
納
を
考
え
て
い

る
人
で
、
利
用
助
成
券
な
ど
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
～
③
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
満
65
歳
以

　

上
の
人

②
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を

　

警
察
署
な
ど
で
自
主
返
納
し
た

　

人
③
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

　

消
通
知
書
」
お
よ
び
「
運
転
経

　

歴
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た

　

人

申
請
手
続
き

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
審
査
後
、
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
を
郵
送
で
交
付
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
で
す
。

助
成
内
容

　

対
象
者
に
は
、
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額

年
間
最
大
２
万
４
千
円

※
申
請
月
や
介
護
認
定
期
間
に
よ

っ
て
、
交
付
額
が
変
更
と
な
り
ま

す
。申

請
上
の
注
意

　

本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合

は
、代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
１
月
２
日
以

降
に
本
市
に
転
入
し
た
人
は
、
非

課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

申
請
手
続
き

　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
「
申
請

に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」
お
よ
び
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
持
参
の
上
、
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

　

対
象
者
に
は
次
の
い
ず
れ
か
を

交
付
し
ま
す
。

①
１
万
円
相
当
の
市
内
タ
ク
シ
ー

　

利
用
助
成
券
（
１
枚
５
０
０
円

　

20
枚
つ
づ
り
）

②
１
万
円
相
当
の

　
「
Ｍモ

ビ

リ

ー

Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｙ　

Ｄデ

イ

ズ

Ａ
Ｙ
Ｓ
」

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
チ
ャ
ー
ジ
券

※
ど
ち
ら
も
１
回
限
り
の
交
付
と

な
り
ま
す
。

申
請
上
の
注
意

　

運
転
免
許
返
納
後
３
カ
月
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合

は
、代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
有
効
期
限
が
切
れ
、
失
効
し
た

運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
た
場
合
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 

読
み
聞
か
せ
の
大
切
な
役
割

　

子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

む
方
法
と
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
は
い
か
が
で
す
か
？

　

家
族
の
あ
た
た
か
な
声
や
肌
の

ぬ
く
も
り
か
ら
愛
情
を
感
じ
、
安

心
感
の
中
で
絵
本
の
世
界
を
楽
し

む
時
間
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。

　

親
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
の
素

敵
な
表
情
か
ら
子
育
て
の
楽
し
さ

を
感
じ
る
ひ
と
と
き
に
な
り
ま

す
。

　

絵
本
の
世
界
に
接
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
へ
興
味
・

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

身
近
な
人
と
の
触
れ
合
い
の
中

で
、
言
葉
を
学
び
、
聞
く
力
や
、

表
現
す
る
力
な
ど
、
言
葉
に
対
す

る
感
受
性
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

う
ま
く
読
む
こ
と
や
、
ち
ゃ
ん

と
聞
い
て
い
る
か
は
気
に
せ
ず
、

子
ど
も
の
心
に
自
然
に
届
け
る
こ

と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
触
れ
合

い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
だ
、
図
書
館
へ
行
っ
て

み
よ
う
！

　

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
い
け

ど
、
ど
ん
な
本
が
良
い
か
分
か
ら

な
い
…

　

そ
ん
な
と
き
は
、
近
く
の
図
書

館
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

た
く
さ
ん
の
絵
本
が
あ
り
、
お

す
す
め
の
絵
本
な
ど
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
職
員
が
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な

し
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
本
館
（
庄
原
市
田
園

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９

西
城
分
館

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
８
３

東
城
分
館

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
２
６
１

口
和
分
館

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
２
１
３

高
野
分
館

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
９
４
４

比
和
分
館

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

総
領
分
館

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

ほのぼのネット☎0824-73-1214

庄原消防署からのお知らせ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

　

毎
年
、
３
月
・
４
月
に
ご
み
の

焼
却
や
野
焼
き
な
ど
、
屋
外
で
の

火
の
取
り
扱
い
に
よ
る
火
災
が
集

中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も

強
く
な
る
た
め
、
い
っ
た
ん
火
災

が
発
生
す
る
と
広
範
囲
に
燃
え
広

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
あ
ぜ
焼
き
や
草
焼
き
な
ど
（
た

　
き
火
）
は
、
消
防
署
へ
の
届
け

　
出
が
必
要
（
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

　
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
お

　
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
け
出
）

▪
乾
燥
し
て
い
る
と
き
や
強
風
の

　
日
は
屋
外
で
火
を
使
用
し
な
い

▪
火
を
付
け
た
ら
周
囲
に
燃
え
広

　
が
ら
な
い
よ
う
目
を
離
さ
ず
管

　
理
す
る

▪
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具
を

　
必
ず
準
備
す
る

　

ご
み
の
焼
却
や
野
焼
き
は
、

法
律(

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
２)

で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す 

。

※
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
拘

禁
刑
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

火
の
用
心
な
ぞ
と
き

　

ク
イ
ズ
の
答
え
は
な
ん
で
し
ょ

う
？（
全
て
ひ
ら
が
な
が
入
り
ま
す
）

①
庄
原
市
の
中
で
雪
や
リ
ン
ゴ
が

有
名
な
ま
ち

②
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

は
？

③
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
有
名
な

庄
原
市
の
国
営
公
園

　
①
～
③
の
答
え
の
頭
文
字
を
並

べ
て
み
ま
し
ょ
う
！

【
ヒ
ン
ト
】

本
市
の
火
災
の
原
因
１
位

　絵本を開いてみませんか？

　物価高対応子育て応援手当

児童福祉課児童福祉係☎0824-73-1192
　

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
す
る

　

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、特
に
、そ
の
影
響
を
強
く
受
け

中
、特
に
、そ
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
子
育
て
世
帯
を
力
強
く
支

て
い
る
子
育
て
世
帯
を
力
強
く
支

援
し
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

援
し
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
応
援
す
る
観
点
か
ら
、物

成
長
を
応
援
す
る
観
点
か
ら
、物

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
支

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
（
令

和
７
年
９
月
分
※
令
和
７
年
９
月

に
出
生
し
た
児
童
は
10
月
分
）
を

養
育
す
る
児
童
手
当
受
給
者

②
令
和
７
年
10
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児

童
の
養
育
者

給
付
額

児
童
１
人
あ
た
り
２
万
円

手
続
き
方
法
（
一
般
）

　

対
象
者
①
の
う
ち
、
市
か
ら
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

申
請
不
要
で
す
。

　

１
月
30
日
に
児
童
手
当
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
し
た
。

手
続
き
方
法
（
公
務
員
）

　

対
象
者
①
の
う
ち
、
所
属
庁
か

ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
公

務
員
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

３
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法
（
新
生
児
）

　

対
象
者
②
に
つ
い
て
は
、
児
童

手
当
の
手
続
き
後
、
申
請
不
要
で

子
育
て
応
援
手
当
の
支
給
手
続
き

に
移
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
は
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
出
生
届
を
行
う
際

に
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
や
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。ご

注
意
く
だ
さ
い

　

市
役
所
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
や
、
支
給
の
た
め

の
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
市
の
窓
口
ま

た
は
最
寄
り
の
警
察
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

地域産業の発展に向けて
市長と商工団体代表者との意見交換会

商工
観光課

　

12
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
舎

市
長
室
で
八
谷
市
長
と
市
内
商

工
団
体
代
表
者
が
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
と
商
工
団
体
が

共
に
未
来
を
見
据
え
、
本
市
の

経
済
の
発
展
と
産
業
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
、
庄

原
商
工
会
議
所
の
佐さ

さ

き

々
木
満

み
つ
る

会
頭
と
備
北
商
工
会
の
伊い

と
う藤

郁い
く
お夫
会
長
、
東
城
町
商
工
会
の

後ご
と
う藤
茂し

げ
ゆ
き行
会
長
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
か
ら
は

市
民
の
可
処
分
所
得
を
増
や

し
、
生
活
の
豊
か
さ
を
高
め
る

た
め
、
行
政
と
経
済
界
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
や
、
国

の
経
済
対
策
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
か
ら
は
、
事
業
者
が

直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
方

策
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参
加
者

間
で
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
後
、
八
谷
市
長

は
「
経
済
界
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
、
産
業
の
成
長
戦
略
を
描

い
て
い
き
た
い
」
と
総
括
し
、

充
実
し
た
会
合
と
な
り
ま
し

た
。

各団体の実情や課題を共有左から佐々木会頭、八谷市長、伊藤会長、後藤会長

く
ん

国
営

①

②

③ 丘
陵
公
園

町

※
答
え
は
26
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
掲
載
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

クリスマスの優しい音色自分らしく生きる みんなで料理の腕を磨く「災害医療」をテーマに学ぶ
　クリスマス演奏会・12/23　東城地域男女共同参画地域講座・12/7 　比和地域男性料理教室・12/2　この地域でず～っと暮らしたい・11/29 №4№8 №3№7

▲熱心に料理に取り組む参加者▲ステージ上で講演する菅野医師（右） ▲「ええ塩梅」スタッフによるハンドベル演奏▲講師の話に耳を傾ける参加者たち

　東城支所で行われた「おれんじカフェええ塩
あんばい

梅」で、
認知症の人を支える家族の会東城「ほほえみの会」が
クリスマス演奏会を開催し、27 人が参加しました。
　当日は「ええ塩梅」スタッフによるハンドベル演奏や、
この日のために結成された「L

ラ ル ゴ

argo」によるピアノやフ
ルート、ギター、チェロの演奏がありました。参加者は「『き
よしこの夜』などのクリスマスソングや懐かしの歌謡曲
の演奏があり、手をたたいたり、一緒に歌ったりして楽
しめた」と話しました。
　この「おれんじカフェええ塩梅」は、認知症の状態に
ある人や家族だけでなく、認知症に関心のある人など誰
もが集える場所です。気軽にお立ち寄りください。
※開催日時などは、21ページのお知らせをご覧ください。

　東城自治振興センターで、「男女共同参画社会地域講
座」が開催され、市内外から約 60 人が参加しました。
　この講座は、男女共同参画社会について理解を深め、
性別に関係なく、誰もが自分らしく生きがいを持って生
きられる社会の実現を目指すことを目的とするものです。
　当日は、第１次庄原市男女共同参画プラン策定推進委
員長の近

こうどう

藤久
ひ さ こ

子さんを講師に迎え、参加者は講師の実体
験に基づいた昨今の社会生活における男女の役割や言動
について、ユーモアを交えた話を聴き、男女共同参画社
会における取り組みや現状について学びました。
　参加者は「大変分かりやすく、楽しく勉強できた。性
別に関係なくみんなで一緒になって地域活動に参画し、
地域を良くしていきたい」と話しました。

　比和自治振興センターで「比和地域男性料理教室」
が開催され、会員 10 人が参加しました。
　比和地域では毎月第１火曜日に、料理を通した男性
の集いの場として、男性料理教室を開催しています。
　当日は、保健医療課の栄養士を講師に迎え、年越し
うどんを作りました。麺を小麦粉から作るのは初めて
の人が多く、みんなで力を出し合ってこねたり、伸ば
したりしました。参加者は寒い冬でも汗をかきながら
調理を行い、「かき揚げ」や「牛肉のしぐれ煮」をの
せた豪華な手打ちうどんを完成させました。
　参加者は「ちょっと太めな麺もあったが、おいしかっ
た。麺を細く切れるよう今度リベンジしたい」と笑顔
で話しました。

　庄原市民会館で、庄原市の地域医療を考える会が主
催する市民公開講座が開催され、100 人が参加しました。
　当日は、自治医科大学医学教育センター医療人キャリ
ア教育開発部門　特命教授の菅

か ん の

野武
たけし

医師が、東日本大
震災の際、宮城県南三陸町の公立志

し づ が わ

津川病院で大津波
に襲われ、過酷な環境下で医療行為を続けた自身の体験
をもとに、被災現場の医療の実情や地域医療の再開に向
けた取り組みについて解説しました。特に、津波で町が
壊滅し孤立した病院で、救助隊が到着するまでの３日間、
全体の指揮を執りながら患者に付き添い続けた菅野医師
の苦悩や葛藤の話には、会場全体が聞き入っていました。
　参加者は「災害に備える意識が高まった。『いのち』
について考える大事な機会になった」と話しました。

伝統の技で新年の準備 全ての来場者に感謝手作りカレンダーで地域貢献 生徒たちの挑戦を地域で応援
　門松としめ飾りの寄贈・12/24 　来場者 500 万人達成記念セレモニー・1/8　一人暮らしの高齢者へのプレゼント配り・12 月 　口和中３年生へ「合格祈願の栞」を贈呈・12/22

　西城紫水高校の生徒たちが、西城保育所、西城小学
校、西城中学校と連携し、町内に住む一人暮らしの高
齢者宅へ、手作りカレンダーを配布しました。
　これは西城紫水高校の生徒たちが、地元のお年寄り
に元気を届けられるようにとの思いで始めた取り組み
で、毎年実施されています。
　配布の際には、全校生徒で手分けをして、小学生や
中学生と一緒に高齢者宅を一軒ずつ訪問しました。プ
レゼントを受け取った高齢者の方々は口々に「ありが
とう」と笑顔で受け取られていました。
　配布した生徒は「自分たちの作成したカレンダーを
喜んでもらえてうれしかった」と話しました。　

　口和自治振興区は、今年も口和中３年生の努力がしっ
かりと実を結ぶよう願いを込め、生徒たちに「合格祈願
の栞

しおり

」を贈りました。
　この栞は、冬になっても葉を落とさないことから“落
ちない葉”として知られるヤマコウバシの枝葉と、鮮や
かに色づいたモミジを使用しています。ヤマコウバシは、
釜
かまみねやま

峰山の中腹にある神社の横に自生しており、この神社
には気力充実・心

しんがんじょうじゅ

願成就などを願い、多くの参拝者が訪
れます。完成した栞は、地元の多

た か お か み じ ん じ ゃ

加意加美神社で願いを
込めていただき、お守りとして仕上げました。
　栞を受け取った生徒は「それぞれの未来へ向かい、新
たな決意でがんばりたい」と話しました。

№5 №1№6 №2

▲高齢者宅へカレンダーを配布する西城小の児童たち ▲作成された栞▲栞を受ける生徒（左）▲配置された門松と同好会の皆さん ▲ 500 万人目の来場者となった川本夫妻

　庄原市シルバー人材センターしめ飾り門松同好会の
会員の皆さんが作成した、門松としめ飾りが市役所本
庁舎の正面玄関に設置されました。
　当日は雨が降る寒い中での作業でしたが、会員の皆
さんにより、松や南天、葉

ハ ボ タ ン

牡丹、杉の葉などが土台に
配置され、高さ約２メートルの立派な門松が完成しま
した。しめ飾りもウラジロ、橙

ダイダイ

、南天などをあしらっ
たものが、正面玄関横の柱に飾られました。
　この門松やしめ飾りの材料は、すべて本市で調達さ
れ、加工まで会員の皆さんの手によって行われていま
す。一つ一つが丁寧に作られた門松やしめ飾りには、
熟練の技が光っていました。

　開業から 13 年目を迎えた「道の駅たかの」で、来場
者500万人達成を記念したセレモニーが行われました。
　500 万人目の来場者となったのは、広島市から来ら
れた川

かわもと

本昭
あきひこ

彦さんと多
た ず こ

寿子さんのご夫妻。これまでも、
庄原産の野菜や果物を求めて何度か訪れているとのこ
とで、当日は、雪が降る中、島根県へ出かける途中に
立ち寄られました。
　川本さんご夫妻には、記念の花束のほか、比婆牛や
高野リンゴのジュースなどが贈られました。
　「道の駅たかの」の根

ね ば

波駅長は、「全ての来場者に感
謝している。これからも“とことん庄原”にこだわっ
た道の駅を目指したい」と話しました。
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悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 ３月17日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

口和 ３月４日㈬13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ３月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ３月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ３月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ３月６日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

口和 ２月20日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県民相談室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ３月12日㈭13時～14時30分
（30分×３枠）

弁護士
※①の相談後、予約可

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243
妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

ほのぼのネット
（市役所本庁舎２階）

助産師・保健師
保育士・社会福祉士

ほのぼのネット
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原「これから」３月10日㈫13時～15時
庄原ショッピングセン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」３月５日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

２月24日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

高野
「M

メ ン ズ
en's  C

カ フ ェ
afe」

３月12日㈭13時30分～14時30分 高野保健福祉センター
高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

２月20日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和「あしたのカフェ」３月17日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 ３月９日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会 庄原 ３月12日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 肢体 ３月３日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ３月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185
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母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

３月２日㈪・16日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪マイナンバーカード
▪振込先口座が分かる
　もの（妊婦本人の通帳、
　キャッシュカードなど）

事前予約が必要

３月14日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

３月９日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ３月10日㈫10時～11時40分 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

女
性
司
法
書
士
に
よ
る　
　

女
性
の
た
め
の
相
談
会

　

相
続
登
記
、
遺
言
、
高
齢
の
親

の
問
題
・
後
見
、
離
婚
、
借
金
、

起
業
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
、
裁
判
手

続
き
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い
て
、
電

話
・
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
面
談
相
談
（
要
予
約
）】

と
き　
３
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　
広
島
司
法
書
士
会
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
広
島
市
中
区
）

※
託
児
有
り
（
要
予
約
）

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

【
電
話
相
談
】

と
き

▼
３
月
２
日
㈪
～
５
日
㈭

　

10
時
～
12
時

▼
３
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

　

10
時
～
16
時

電
話
相
談
窓
口

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

ラ
ジ
オ
作
り
体
験
教
室

　

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
を
用
い
て
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
支
援
の
も
と
、
ラ
ジ

オ
を
作
成
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
な
ど

の
仕
組
み
や
工
作
に
興
味
が
あ
る

相　
　

談

催　
　

し

小
学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
開
始
日

２
月
10
日
㈫　

８
時
30
分
か
ら

※
開
始
日
前
の
予
約
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

と
き　

３
月
29
日
㈰　

13
時
か
ら

と
こ
ろ　
口
和
郷
土
資
料
館

対
象　
小
学
生

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
円
程
度（
保
険
料
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ

口
和
教
育
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
１

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・
ピ
ア
ノ　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　

口
和
郷
土
資
料
館
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

出
演
は
児こ

だ
ま玉
杏あ

み実
さ
ん（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）と
福ふ

く
な
が永
真ま

み実
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
歌

謡
曲
な
ど
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
を
演
奏
し
ま
す
。

と
き

３
月
22
日
㈰　

13
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　
口
和
郷
土
資
料
館

問
い
合
わ
せ

口
和
教
育
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
１

Ｓ
Ｓ
Ｋ
し
ょ
う
ば
ら
Ｕ
Ｐ
！　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
２
６
「
陰
と
陽
」

　

山
陰
の「
陰
」
と
山
陽
の「
陽
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
山
陽
側
か
ら

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

軽
音
学
部
お
よ
び
学
生
企
画
運

営
団
体
コ
ネ
ク
ト
、
山
陰
側
か
ら

島
根
大
学
ダ
ン
ス
部
の
協
力
を

得
て
、
当
日
の
ゲ
ス
ト
に
山
陰
ス

テ
ー
ジ
か
ら「
六ろ

こ子
」、山
陽
ス
テ
ー

ジ
か
ら「
大お

お

せ

ど

瀬
戸
千ち

し
ま嶋
」
を
招
き
、

庄
原
発
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
８
日
㈰

17
時
30
分
か
ら（
開
場
17
時
）

と
こ
ろ	

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
て
自
由
席
）

▼
一
般　

２
千
円

（
当
日
券
は
２
５
０
０
円
）

※
庄
原
市
民
会
館
で
の
購
入
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
に
限
り
、
友
の
会
会
員
は
10
％

引
き

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

※
前
売
券
が
完
売
の
場
合
、
当
日

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

【
庄
原
】　

庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
三
次
】　

サ
ン
グ
リ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館			




☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

広島県特定（産業別）最低賃金が改定されました
今回改定されたのは３業種の特定（産業別）最低賃金で、令和７年 12 月 31 日から発効しました。

業種 時間額 発効日
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 １，１７９円 令和７年12月31日

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 １，０８５円 令和７年11月１日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 １，０８５円 令和７年11月１日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 １，１１０円 令和７年12月31日

自動車・同附属品製造業 １，１０５円 令和７年12月31日

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 １，０８５円 令和７年11月１日

各種商品小売業　 １，０８５円 令和７年11月１日

自動車小売業 １，０８５円 令和７年11月１日

広島県最低賃金 １，０８５円 令和７年11月１日

　
問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

令
和
７
年
度
歯
周
病
検
診

　

市
で
は
、
定
期
的
な
歯
科
検
診

を
推
進
す
る
た
め
に
、
節
目
年
齢

の
人
を
対
象
に
歯
周
病
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
人
に
は
昨
年
６
月

に
書
面
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

対
象

　

本
市
に
住
所
が
あ
る
令
和
７
年

４
月
１
日
時
点
で
、
20
歳
、
30
歳
、

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の
人

申
し
込
み
方
法　

　

指
定
の
歯
科
医
院
・
病
院
に
直

接
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
診
期
限

２
月
28
日
㈯
ま
で

※
受
診
期
限
を
過
ぎ
る
と
有
料
に

な
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

そ　

の　

他

広報しょうばら／ 2026.2　22 23　2026.2 ／広報しょうばら
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告 広告

そ
の
他

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
12
回
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

世
界
選
手
権
大
会

（
12
月
13
日
／
群
馬
県
高
崎
市
）

ア
ー
バ
ン
チ
ア
ダ
ン
ス
演
技
競

技
シ
ニ
ア
の
部

第
１
位

新し
ん
も
と本　

聖き
よ
ら來
（
創
志
学
園
高
等

学
校
２
年
・
東
城
町
）

第
37
回
会
長
杯
広
島
市
体
操

競
技
・
選
手
権
大
会

（
12
月
20
日
～
21
日
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

【
選
手
権
の
部　
女
子
】

種
目
別　
平
均
台　

第
３
位

総
領
Ｔ
Ｇ
Ｃ

森も
り
か
わ川　

都と

き希（
総
領
中
２
年
）

【
共
演
の
部　
男
子
】

種
目
別　
跳
び
箱　

第
２
位

種
目
別　
鉄
棒

第
６
位

種
目
別　
床

第
４
位

男
子
総
合

第
４
位

総
領
Ｔ
Ｇ
Ｃ

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成（
総
領
小
６
年
）

種
目
別　
跳
び
箱　

第
５
位

種
目
別　
床

第
６
位

男
子
総
合

第
５
位

総
領
Ｔ
Ｇ
Ｃ

菱ひ
し　
　

優ゆ
う
ま真

（
川
北
こ
ど
も
の
夢
小
５
年
）

【
普
及
の
部　
女
子
】

種
目
別　
跳
び
箱　

第
６
位

種
目
別　
鉄
棒

第
６
位

種
目
別　
床

第
５
位

普
及
の
部
総
合

第
５
位

田た
な
べ辺　

七な
な
み海（
庄
原
中
１
年
）

け
ん
み
ん　
　
　
　
　
　
　

文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
‘

25

（
11
月
23
日
／
呉
市
）

大
正
琴
の
部

優
秀
団
体

琴
城
流
大
正
琴　

東
城
支
部

石い
し
い井　

愛あ
い
こ子
（
東
城
町
）

井い
の
う
え上　

京き
ょ
う
こ子
（
東
城
町
）

白し
ら
い
し岩
美み

え

こ

恵
子
（
東
城
町
）

名な
ご
し越　

愛あ
い
こ子
（
東
城
町
）

世
界
大
会

美み
の
う能　

順じ
ゅ
ん
こ子
（
東
城
町
）

山や
ま
だ田　

博ひ
ろ
こ子
（
東
城
町
）

（
11
月
23
日
／
東
広
島
市
）

芸
能
の
祭
典

優
秀
賞

庄
原
タ
ヒ
チ
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ

城し
ろ
た田　

ア
ン
ジ
ー

原は
ら
だ田　
　

香
か
お
り

佐さ

さ

き

々
木
由ゆ

か架

熊く
ま
も
と本　

礼れ
い
こ子

植う
え
ま
つ松　
　

葵
あ
お
い

ほ
か
４
名

日
本
赤
十
字
社
有
功
章

奉
仕
団
功
労
（
銀
色
有
功
章
）

庄
原
赤
十
字
奉
仕
団

奉
仕
者
（
銀
色
有
功
章
）

寺て
ら
お
か岡　

隆た
か
ゆ
き行
（
宮
内
町
）

「この社会あなたの税がいきている」
インタ ーネットで巾告•納税できる

e-Tax （国税電子申告・納税システム）
．馴9IIi闇湖鼎Bi.

http://www.e-tax.nta.go.jp 

公益社団法人

I鍮屯土ば涅’ 芯品m 庄原法人会
〒727-0011広島県庄原市東本町1-2-22（庄原師工会議所会館内）

TEL 0824-72-1889 (FAX兼用）

 MMaiil sh-hojiin@@siirren.ocn.ne.jp

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
３月２日㈪３月２日㈪

●口座振替は、納付忘れがなく、安心・便利・確実です。
●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残高
　確認をお願いします。　収納課収納係☎ 0824-73-1511

■固定資産税４期
■国民健康保険税（普徴）８期
■介護保険料（普徴）９期
■後期高齢者医療保険料（普徴）８期

年中行事「桃の節句」開催中！年中行事「桃の節句」開催中！
【開園時間】
　２月：９時 30 分～ 16 時 30 分
　３月：９時 30 分～ 17 時
　（入園は閉園の１時間前まで）

ひ
な
飾
り
づ
く
り

ひ
な
飾
り
づ
く
り

　

折
り
紙
と
紙
コ
ッ
プ
を
使
い
、

「
お
内
裏
様
」
と
「
お
雛
様
」
を

作
る
体
験
で
す
。

と
き　

２
月
21
日
㈯
～
３
月
１
日
㈰

▪
２
月　

９
時
30
分
～
16
時

▪
３
月　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

ひ
な
餅
つ
き

ひ
な
餅
つ
き

　

桃
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、白
餅
・

赤
米
餅
・
よ
も
ぎ
餅
を
つ
き
ま
す
。

つ
き
た
て
の
お
餅
は
先
着
1
０
０

人
に
ふ
る
ま
い
ま
す
。

と
き　
３
月
１
日
㈰

①
11
時
～
（
白
餅
）　

②
13
時
～
（
赤
米
餅
）　

③
13
時
30
分
～
（
よ
も
ぎ
餅
）

※
餅
の
ふ
る
ま
い
が
終
わ
り
次
第

終
了

早
春
の
花

早
春
の
花

▼
ロ
ウ
バ
イ

【
開
花
時
期
】

１
月
上
旬
～
３
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

み
の
り
の
里

▼
マ
ン
サ
ク

【
開
花
時
期
】

１
月
下
旬
～
３
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

み
の
り
の
里

▼
ウ
メ

【
開
花
時
期
】

１
月
下
旬
～
３
月
下
旬

【
と
こ
ろ
】　

み
の
り
の
里

ひ
な
人
形
飾
り
・
三
次
人
形

ひ
な
人
形
飾
り
・
三
次
人
形

の
展
示

の
展
示

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
七
段
の
「
ひ
な
人
形

飾
り
」
と
「
三
次
人
形
」
を
展
示

し
ま
す
。

と
き　

２
月
４
日
㈬
～
３
月
29
日
㈰

▪
２
月　

９
時
30
分
～
16
時

▪
３
月　

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

ひ
な
菓
子
の
お
も
て
な
し

ひ
な
菓
子
の
お
も
て
な
し

　

ひ
ば
の
里
で
作
っ
た
ひ
な
菓
子

（
ほ
と
ぎ
）
と
甘
酒
の
お
も
て
な

し
を
行
い
ま
す
。

※
甘
酒
は
土
日
祝
の
み
、
1
日
30

杯
ま
で

と
き　

２
月
21
日
㈯
～
３
月
29
日
㈰

９
時
30
分
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
１
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

２・３月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（アカネ）
　とき　２月16日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　３月21日㈯～22日㈰　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶令和７年度庄原市文芸大会入賞作品展
とき　３月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

とき　２月23日（月・祝）12時 15分～12時 55分
ところ　庄原自治振興センター　多目的ホール
出演者　
伊
い か わ
川　聡

さ と こ
子・・・オカリナ

伊
い か わ
川　大

だいけい
慶・・・電子ピアノ

演奏曲目　
コンドルは飛んでいく（オカリナソロ）、童

わらびがみ
神、情

熱大陸　ほか
▶伊川　聡子
　三次市在住。11歳よりフルートを始め、国立音楽
大学器楽学科フルート専攻を卒業後、コンセルヴァ
トワール尚美ディプロマ科を修了。フルート講師や
室内楽アンサンブルなど演奏活動を精力的に行って
いたところ、平成 27 年に下

か が く ぶ
顎部のフォーカルジス

トニアを発症し演奏不能に陥
おちい
る。

　演奏活動を諦めかけていたが、縁あってオカリナ
に出合い、新たに音楽の道を歩んでいる。
▶伊川　大慶
　三次市在住。早稲田大学第二文学部表現・芸術系
専修卒業後、株式会社宮地商会を経て、西覚寺副住
職、浄土真宗本願寺派布教使として活動中。

　当館で展示している約 125 年前の蓄音機と円筒レコード
を紹介します。これらは米国の有名な発明家トーマス・エジ
ソンの会社で約 125 年前に製造されたものです。
　
　蓄音機は写真のとお
り、ラッパが上方へ突き
出た面白い形をしていま
す。ラッパの下の箱の中
にゼンマイモーターが組
み込まれており、ぶ厚い
金属部品などが使われ、
がっちりとしたとても
堅
け ん ろ う

牢な作りです。このた
め 100 年以上経っても、
清掃や潤滑油の注油など
をすることで使い続ける
ことができます。

　レコードは皆さんご存じの円盤型ではなく、写真のとおり
円筒形で、なんと蝋

ろ う

で作られています。再生時間はわずか２
分間ですが、その音色を聴くと 125 年前へタイムスリップ
したような気分になれます。

　蓄音機はラジオ・テレビなどのように電気を使ってスピー
カーを鳴らす方式ではなく、ゼンマイモータでレコードを回
転させ、レコードの溝の凹凸による再生針の機械的な振動で
音を発生させます。発生した小さな音はラッパを通過して
しっかりとした大きな音になります。

　当館では約 100 台の蓄音機を収蔵しており、約 10 台を稼
働状態で公開展示しています。興味がある人は、蓄音機の音
を聴きにぜひご来館ください。

エジソン蓄音機と円筒レコード

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

円筒レコード

▲蓄音機（幅33cm 奥行23cm 寄託品）

▲当館の蓄音機展示

広報日記
▶寒さが一段と厳しくなり、朝、布団から出るのが辛
いです…。体調を崩しやすい時期でもありますので、
あたたかくしてお過ごしください。

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

休日診療のご案内

●東城地域

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

２月22日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
23日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

３月１日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
８日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
15日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
20日（金）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　３月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

３月

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

３月13日㈮ 東城支所 10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

人の動き （庄原市の人口） 

令和７年12月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，３９６人（前年比－７７７人）　
男　　１４，５７７人（前年比－３５６人）　
女　　１５，８１９人（前年比－４２１人）
世帯数　１４，５６５世帯（前年比－２２６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６０６人（前年比４３人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，２５９人（７，７７３世帯）
○西城地域　　２，７４７人（１，２７１世帯）
○東城地域　　６，２９８人（３，１６３世帯）
○口和地域　　１，６２５人　　（７３２世帯）
○高野地域　　１，３９５人　　（６０９世帯）
○比和地域　　１，０３４人　　（５０１世帯）
○総領地域　　１，０３８人　　（５１６世帯）

栄養成分表示を上手に活用しよう
栄養成分表示とは…？
　栄養成分表示とは、容器包装されている加工食品および食
品添加物に含まれる「食品の栄養成分」に関する情報のこと
をいいます。食品表示基準により表示を省略できる食品もあ
りますが、多くの食品において栄養成分表示が記載されてい
ます。 

栄養成分表示の見方

注意したいポイント
　栄養成分表示は「100g 当たり」「100ml 当たり」「１食分
当たり」など、さまざまな食品単位で表示されています。食
品を選ぶ際は、栄養成分表示に記載されている量とその食品
の実際の量を基に確認しましょう。

　食塩やうま味調味料などを加えていないが、その食品自体
にナトリウムが含まれる食品には、ナトリウムの量が表示さ
れていることがあります。
例：ナトリウム　　○○㎎（食塩相当量 ○ . ○ g）
▪ナトリウムは食塩の構成成分の一つです。
▪ナトリウムの量が表示されているときは以下の計算式を使
　用して食塩相当量へ換算することができます。
　式：ナトリウム（㎎）× 2.54 ÷ 1000 ≒食塩相当量（g）
※ 1 日の食塩摂取目標量は、18 歳以上の男性が 7.5g 未満、
女性が 6.5g 未満です。

　栄養強調表示として「ノンカロリー」「カロリーオフ」「ノ
ンシュガー」などと記載されていることがあります。しか
し、必ずしも含まれていないということではないため注意し
ましょう。

　栄養成分表示を活用し食品を選択することは、過剰なカロ
リー摂取や塩分摂取を防ぐことにつながり、自身の健康づく
りにも役立ちます。買い物に行ったときや食品を食べるとき
などに確認する習慣を付けましょう。

栄養成分表示
１個（〇〇g）当たり

 エネルギー　　　〇〇kcal
 たんぱく質　　　〇.〇g
 脂　　　質　　　〇.〇g
 炭水化物　　　　〇.〇g
 　‐糖　　質　　〇.〇g
 　‐食物繊維　　〇.〇g

 食塩相当量　　　〇.〇g

 カルシウム　　　〇〇mg

義務表示

推奨表示
飽和脂肪酸など

任意表示
ミネラルやビタ
ミンなど

16ページの答え：①たかの ②きょろやま ③びほく
本市の火災原因の１位は「たきび」
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リ
ー

ク
ラ

ウ
ド

令
和

８
年

２
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
行

政
管

理
課

　市政トピックス 　市政トピックス 
＼裏表紙に出張！／＼裏表紙に出張！／

　

１
月
10
日
、
新
春
恒
例
の
庄
原

市
消
防
出
初
式
を
庄
原
市
民
会
館

で
挙
行
し
、
来
賓
各
位
の
出
席
の

も
と
、
消
防
団
員
や
備
北
地
区
消

防
組
合
職
員
な
ど
約
５
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
退
団
者
へ
の
感
謝

状
や
現
役
団
員
の
永
年
の
功
績
者

へ
の
表
彰
状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、

火
災
の
初
期
消
火
な
ど
に
協
力
し

た
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付

で
は
、
新
入
団
員
を
代
表
し
、
西

城
方
面
隊
の
福ふ

く
も
と本
雄ゆ

う
や也
さ
ん
が
消

防
団
員
と
し
て
の
決
意
を
力
強
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

　

庄
原
市
消
防
団
団
長
の
瀧た

き
ぐ
ち口
亮

り
ょ
う

さ
ん
は
「
昨
年
に
引
き
続
き
『
団

員
フ
ァ
ー
ス
ト
』
を
基
本
に
、
訓

練
内
容
の
厳
選
や
工
夫
を
進
め
る

と
と
も
に
、
大
会
形
式
の
見
直
し

や
、
合
理
的
な
訓
練
手
法
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
庄
原
市
消

防
団
と
し
て
の
技
能
向
上
と
組
織

の
連
帯
感
を
一
層
高
め
、
改
革
へ

の
第
二
歩
を
踏
み
出
す
一
年
と
し

た
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
を
通
じ
て
、
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
い
く
使
命
に

対
し
、
決
意
を
新
た
に
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

防災への思いを胸に新入団員を代表して福本さんが宣誓表彰を受ける団員たち

地域を守る誓い新たに
令和８年庄原市消防出初式

危機
管理課

　

12
月
25
日
、
市
役
所
本
庁
舎
市

長
室
で
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状

贈
呈
式
を
行
い
、
西
城
町
に
在
住
の

永な
が
は
し橋
則の

り
お夫
さ
ん
に
八
谷
市
長
が
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
敬
意
を
表
し
て
贈
呈

す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
備
後
落
合
駅
で
８
年

以
上
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
活
動
を
続
け
ら
れ
、
本
市
の
観
光

振
興
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
永
橋
さ
ん
に
対
し
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

永
橋
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

芸
備
線
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
一
念
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
今
後
も
多

く
の
人
に
芸
備
線
の
魅
力
を
伝
え
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
盛
り
上
げ
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森

ス
キ
ー
場
で
令
和
７
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
52

人
が
参
加
し
、
講
師
で
あ
る
庄
原
市

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
丁
寧
な
指
導
の
下
、
初
心
者
か

ら
経
験
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
基
本
動
作
・
競
技
技
術

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
実
技
指
導
の
ほ
か
に
も
、

参
加
者
み
ん
な
で
一
緒
に
カ
レ
ー
を

食
べ
る
な
ど
、
庄
原
な
ら
で
は
の
大

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
を
実
感
す
る
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
最
初
は
怖
か
っ

た
が
、
少
し
ず
つ
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
う
れ
し
か
っ
た
」「
子
ど
も
と
一
緒

に
参
加
で
き
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い

出
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

人とまちをつなぐ案内人
庄原市まちづくり感謝状贈呈式

冬を駆ける一日
庄原市レベルアップスポーツ教室 / スキー教室

自治
定住課

生涯
学習課

  SHISEI  Topics

感謝状を受け取る永橋さん（右）

寒空の下で記念撮影
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